
 

 

専攻科 

■ディプロマ・ポリシー（修了認定の方針） 

本校専攻科では、学則で定める修了要件を満たすとともに、以下に示すように修得すべき知識 

及び能力を有する者に対して修了を認定する。 

 

（1）充実した基礎学力を持ち、問題に自ら立ち向かっていく積極的な行動力を身につけた者 

（2）豊かな表現力、創造力及び指導力を発揮でき、問題設定力、判断力、実行力、チーム力な

どを身につけた者 

（3）地域の問題を理解し、さらに地球全体を視野に入れて環境を総合的に配慮でき、エンジニ

アリングデザイン能力を身につけた者 

（4）何事にも協調性をもって取り組むことができ、国際的適応力及びマネジメント能力を身に 

つけた者 

（5）高い倫理観に基づいた規範をもって行動し、社会的責任を果たすことができる者 

 

■カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施方針） 

本校専攻科では、高等専門学校等の高等教育機関において、工学の基礎と実践的技術を修得し

た者が、講義、演習、実験・実習科目より構成される一般科目、専門基礎科目、専門共通科目及

び 専門科目による幅広い学修を通じて、実践的かつ各専攻のディプロマ・ポリシーに掲げた知

識及び能力を持つ高度な技術者となるためのカリキュラムを編成する。 

教育課程の実施方針は、本科の教育課程との接続を「授業科目関連図」に示すとともに、シラ

バスにおいて教育内容・方法、学修成果の評価等について明記する。 

 

〔機械・電気工学専攻〕 

エネルギーや環境及び情報・制御技術に関わる基礎及び専門科目について学び、さらに、ロ

ボットや新エネルギー開発、環境機器や情報機器の開発などの機械・電気融合分野で必要とさ

れる実践的かつ創造的な研究・開発能力を修得する。 

〔物質工学専攻〕 

化学やバイオ技術に関する物質工学の高度な専門科目について学び、将来の研究、開発に必

要な専門知識を修得する。 

〔建設工学専攻〕 

総合建設技術者として必要とされる技術的諸問題への主体的な取り組み、実験・解析やシミ

ュレーションを実行できる能力を修得する。 

 

専攻科では、その教育目的を達成するため、特別研究を最も重要な科目と位置づけており、 

個別研究課題を計画・立案し、文献検索、実験的手法、理論的手法、評価方法等を体得して論

文作成及び発表を行う。特別研究テーマについては、各専攻のシラバスに記載する。 



 

 

■アドミッション・ポリシー（入学者受け入れの方針） 

本校専攻科では、機械・電気工学専攻、物質工学専攻、及び建設工学専攻の３専攻を設け、高

等専門学校における教育の基礎の上に、それぞれの専攻においてより高度な専門学術を教授す

る。 

また、教養教育及び実践的教育を通じて、幅広い教養と優れた人格を備えた広く産業の発展に 

寄与することのできる自立した技術者の養成を行う。 

 

本専攻科入学者として、以下に示す基本的な知識と意欲を持つ人材を求めている。 

１．基本的知識を有し、さらに高度な専門的知識を学びたい人 

２．主体的に物事に取り組み、解決しようとする意欲のある人 

３．学んだ技術を生かして社会に貢献する意欲のある人 

４．他の人と協調しながら物事に取り組める人 

 

入学者選抜の実施方法 

〔推薦による選抜〕 

入学者の選抜は、調査書、推薦書、小論文及び面接（専門科目に関する口頭試問を含む）の 

結果を総合して判定する。 

〔学力検査による選抜〕 

入学者の選抜は、学力試験、調査書、面接の結果を総合して判定する。 

学力試験は、数学及び専門科目について筆記試験を行い、英語については出願時に提出され

たTOEIC スコア等により評価する。 

〔社会人特別選抜〕 

入学者の選抜は、調査書、推薦書又は業績調書、小論文及び面接の結果を総合して判定する。 

 


